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◆基準価額の推移       ◆ファンドの情報 

 

   

 

   

  

 

  

 

 

 

◆ファンドの騰落率 

 
※「年率複利」は、過去の実績値であって将来の成績を保証するものではなく、またお客様ごとの購入時期によって運用結果は異なります。「年率複利」と「標準偏差」につい
ては、過去 10 年間の月末時点基準価額データを基に弊社にて計算しております。設定来騰落率については、ありがとうファンド設定日の 2004 年 9 月 1 日からの騰落率に
なります。参考指数（円ベース）の騰落率についてはファクトセットよりデータを参照し、弊社にて計算しております。（レポート最終ページに注記があります。） 
 
 

◆値動きの大きさの推移（250 営業日リスク推移）    ◆騰落率比較(2017 年年初～) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※値動きの大きさの推移について：設定来の日次リターンを基に過去 250 営業日のリスク（日次リターンの標準偏差の年率換算値）の推移を表したもの。簡単に説明すると、
数値が高いほど日々の値動きの幅が大きいことを表し、逆に数値が低いほど日々の値動きの幅が小さいことを表します。ありがとうファンドは値動きの幅を低位に抑える運用を
心掛けています。 

ファンド/参考指数 1ヶ月 6ヶ月 1年 3年 5年 10年 年率複利 標準偏差 設定来

ありがとうファンド +5.8% +9.4% +9.5% +48.9% +49.7% +129.8% 8.60% 15.4 +175.7%

世界株
(配当込み、円）

+0.8% +3.0% +8.0% +70.0% +67.1% +174.2% 10.52% 17.2 +409.4%

TOPIX 配当込み +3.6% +8.9% +14.5% +46.4% +37.8% +134.6% 8.83% 16.1 +173.9%

2023 

6 月 
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ファンド名（略称）
アクティブ
シェア※

参考指数

コムジェスト日本株式 79% TOPIX

アバディーン北米小型 95% ラッセル2000

アバディーンEM小型 96% MSCI EM スモールキャップ

ABアメリカン・グロース 64% ラッセル1000グロース

アリアンツ・ヨーロッパセレクト 71%
S&Pヨーロッパ・

ラージキャップ・グロース

アリアンツ・グローバル 85%
MSCI

オール・カントリー・ワールド

ラザード・フランチャイズ 95% MSCI ワールド

ラザード・クオリティ 87% MSCI ワールド

コム

日本株

3.3%

アバ

北米小型

7.5%
アバ

EM小型

12.9%

AB

アメリカン

21.7%
AB

EMマルチ

8.7%

アリ

ヨーロッパ

9.0%

アリ

グローバル

11.0%

ラザード

クオリティ

5.7%

ラザード

フランチャイズ

8.8%

その他

（現金/金ETF等）

11.4%

国内株式

4.5%

北米株式

43.1%

欧州等株式

17.5%

新興国株式・債券

22.1%

その他

（現金/金ETF等）

12.8%

地域・資産 組入比率 基準値 基準比

国内株式 4.5% 6% -1.5%

北米株式 43.1% 45% -1.9%

欧州等株式 17.5% 17% +0.5%

新興国株式・債券 22.1% 22% +0.1%

その他（現金/金ETF等） 12.8% 10% +2.8%

   

◆資産配分（４月末時点）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ポートフォリオ（5 月末時点）                      ◆アクティブシェア（３月末時点、原則四半期末開示）         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アクティブシェアとは、各ファンドのベンチマークもしくは参

考指数に対して異なる割合を表しています。上記のアクティブシ

ェアは各ファンドの運用会社の開示を基に掲載しています。 
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5月のマーケットはどうだったの？最近大きな地震が多いわよね。戦争や国の借金をどうするこ

うするかは議論する余地があるけど、流石に地球さんと対話はできないから、悩ましいわよね。 

※ ファクトセットよりデータを参照し、弊社にて指数化しております。（使用している指数についてはレポート最終ページの注記を確認ください。） 

 

 

 

 

◆直近のマーケット動向について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【米ドル円、ユーロ円推移】2023年4月30日を1として指数化 

 
【主要株式指数推移（配当込、現地通貨ベース）】2023年4月30日を1として指数化 
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5月のマーケットの動きですが、米国の債務上限問題や中国経済の先行き懸念など海外発の問題がクローズア

ップされる中、政治と経済の両面で比較的安定感のある日本に注目が集まり、日本株が大きく上昇する1ヶ月で

した。特に中旬頃からは米国投資家からの買いとみられる動きもあり、その傾向は月末まで続き、日経平均

30,000円台だけでなく、31,000台も超えて、大台を更新し続けました。 

世の中には天災、人災いろいろありますが、『異次元の少子化対策』の議論をみていると結局人同士でも少子高

齢化など人災の問題を解決するのは難しそうですね。そうなるとAIお館様におねがいして・・・悩ましいですね～ 

https://www.39asset.co.jp/blog/2023/04/001814.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/02/001768.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/02/001192.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/02/001192.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/05/001834.html
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上記の図を参照していただくとお分かりいただけますように、米ドル高（円安）が進行するに連れて、日本株が上昇し

ていますね。結局日本企業の業績は円安で下支えされるということでしょう。中盤から買っていると思われる米国投

資家から見たら、高いドルを手に『ワオ！ヤスイニッポンカイマショウ！』といったイメージでしょうか。東証の『PBR1 倍

割れ改善』要請でカブヌシカンゲンも期待してそうですね。今後は持続性が問われることでしょう。 

出所：ファクトセットより、ありがとう投信計算、EPSは 2007年月末を 1として指数化し 2023年 5月末までの推移 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

日本EPS 米国EPS 欧州EPS

新興国EPS 世界EPS

リーマン・ショック

米国EPS

日本EPS

欧州EPS

新興国EPS

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の見通しについてはどうなっているのかね？教えてもらえないだろうか。 

ありがとうファンドの運用はどうでしたか？ 

 

ありがとうファンドの月間騰落率は 5.8％の上昇となりました。世界株は 0.8％の上昇となりま

したので、アウトパフォームする 1 ヶ月になりました。参考までに日本株は 3.6％の上昇となりま

した。今月の売買は、コムジェスト日本株式ファンド、アバディーンの北米小型株式ファンドと新

興国小型株式ファンドを一部売却しました。 

今後の見通しについては、各種地政学リスク・新型コロナウイルスなど一過性のイベントなど

で、短期的には景況感が下振れることがあっても、長期的にはファンダメンタルズの改善に基

づいた企業利益の回復・成長のトレンドには変わりはないと考えております。 

下図ではリーマン・ショック前からの４つの国・地域での EPS(1 株当たり利益）の水準をまと

めました。いずれの国・地域においても固有のリスクはありますが、これからの中長期での人口

動態や、GDP 成長率を見る限り、日本株式市場よりもエマージング株式市場や米国株式市

場など外国株式市場の方が投資対象としては魅力があると考えています。 

https://www.39asset.co.jp/blog/2022/11/001726.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/04/001219.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/02/001192.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/02/001192.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/01/001176.html
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今後の運用方針についてはどうなっているのかしら。教えてちょうだい。 

 

出所：ファクトセットよりありがとう投信計算、株価は 2001 年 1月末を 100として指数化し 2019年 7月末までの推移 

注：上昇・下落局面は月次騰落率ベースで判断。平均年率パフォーマンスと標準偏差についても月次ベースのデータから計算 

 

株式市場という観点から足元の状況を考えると、リーマン・ショック後各国・地域は量的緩和などの金

融緩和で各々の経済・市場を支え世界的にカネ余りの状況が続いております。さらにその度合いはコロ

ナショックによる財政出動も併せて政策総動員でさらに強まり、厳しい経済状況にも関わらず株価を下

支えしました。一方、足元では、金融緩和だけではなく長引くコロナ禍の供給制約なども合わせてインフ

レ圧力が強まり、米国などでは金融緩和の正常化が本格的に意識され、株式市場では調整ムードが

広がっております。今後株価が短期的にどう動くかは誰にもわかりませんが、ありがとうファンドは、高値

で売って、底値で買うといったタイミングを見て売買を繰り返すファンドではありません。あくまでも長期的

な人口動態の変化に対応できる企業や、革新的な商品・サービスを提供できる企業など、今後の世界

経済をリードしうるビジネスモデルを有した国内外の企業に厳選投資することにより、長期的な世界経

済の成長を基準価額の上昇という形で享受することを目標としております。 

アクティブファンドというと上昇局面で大きく稼ぐといった様な派手なイメージが強いと思いますが、あ

りがとうファンドでは上昇局面で無理に上値を狙うといった運用よりは市場全体が下落する局面にて市

場相対で下げ幅を抑制することにより結果的に長期で安定したパフォーマンスを提供できると考えてお

ります。その源泉としては、①実績のある投資先ファンドによる成長企業の厳選、②国・地域別資産配

分の見直し・調整、③金 ETF など株式市場と相関が低い資産を組み入れることによる資産分散を主

に考えております。下図はあくまでも参考までにですが、上昇局面では 90％ほど市場に追従し、下落局

面では下落幅を抑制した場合のバックテスト例になります。ダウンサイドリスクを抑制することにより、長

期で価格変動リスクを抑えながら運用パフォーマンスを向上できたことが確認いただけると思います。 

https://www.39asset.co.jp/blog/2019/08/001098.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2019/08/001098.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2019/10/001127.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/03/001204.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/03/001204.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/06/001271.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2021/08/001553.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2021/08/001553.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2022/02/001617.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/02/001192.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/02/001192.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2019/07/001077.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2022/01/001609.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2022/01/001609.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2021/01/001414.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/08/001301.html
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まずは、投資先ファンドの月間と年間の騰落率(円ベース比較)をご覧ください(2023年5月末時点) 
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【月間騰落率】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【年間騰落率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上記参考指数（円ベース）の騰落率についてはファクトセットよりデータを参照し、 

弊社にて計算しております。（レポート最終ページに注記があります。） 

 

投資先ファンドの状況についても気になる！教えて！教えて！ 

 

今月は米国の 1～3 月期決算発表で大

手ハイテク関連企業の業績が持ちこたえ

ていることや、生成 AI がテーマ化したこと

もあり、世界的に大手ハイテク銘柄や半

導体関連銘柄が買われたことから、それ

らの銘柄に投資をしているアバディーン・

EM 小型、AB アメリカン・グロース、アリア

ンツグローバルファンドを中心にありがとう

ファンドの基準価額上昇に寄与しました。

これらの企業はレイオフでコスト構造を軽

くしているので、今後景気後退がきた場

合のディフェンシブ性にも期待ですね！ 

●投資先ファンドの詳細は下記の『ありが

とうブログ』をご参照ください→ 

【米国株ファンド】 

【欧州株ファンド】 

【北米小型株ファンド】 

【新興国小型株ファンド】 

【世界株式ファンド】 

●厳選銘柄例：アイルランド企業 

世界最大級のコンサルティング企業：

Accenture 

 

https://www.39asset.co.jp/blog/2023/05/001834.html
https://www.39asset.co.jp/blog/
https://www.39asset.co.jp/blog/
https://www.39asset.co.jp/blog/2018/08/000807.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2018/08/000806.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2018/08/000803.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2020/01/001176.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2021/01/001414.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2021/01/001414.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/03/001805.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/03/001805.html
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◆投資先ファンドの運用パフォーマンス 

 
注：参考指数（円ベース）の騰落率についてはファクトセットよりデータを参照し、弊社にて計算しております。（レポート最終ページに注記があります。） 

【３９紹介プログラムもあるよ♪】 
（詳しくは『ありがとう投信ホームページ』＞『39 紹介プログラム』をご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# 投資先ファンド 主要投資地域 組入比率 1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年 5年 年率複利(5年）

1
アリアンツ・グローバル

グロース
世界 11.0% +3.2% +10.2% +14.2% +11.1% +50.5% +79.9% +12.5%

2
ラザード・グローバル

フランチャイズ
世界 8.8% ▲0.2% +2.0% +5.7%

3
ラザード・グローバル

クオリティ
世界 5.7% +2.8% +6.2% +5.4% +13.1%

世界株
（配当込み、円）

+0.8% +4.1% +3.0% +8.0% +70.0% +67.1% +10.8%

4 コムジェスト日本株式 日本 3.3% +2.1% +4.1% +3.2% +8.8% +11.1% +22.5% +4.1%

TOPIX
配当込み

+3.6% +8.2% +8.9% +14.5% +46.4% +37.8% +6.6%

5 ABアメリカン・グロース 米国 21.7% +5.2% +14.4% +9.2% +17.8% +68.8% +134.2% +18.6%

6 アバディーン北米小型 米国 7.5% +1.4% ▲3.4% ▲0.2% +5.8% +67.6% +73.5% +11.7%

米国株
（配当込み、円）

+3.1% +6.6% +2.5% +10.7% +79.3% +103.3% +15.2%

7
アリアンツ・ヨーロッパ

セレクト
欧州 9.0% +1.5% +8.5% +15.8% +18.2% +67.8% +72.7% +11.5%

欧州株
（配当込み、円）

▲3.3% +2.9% +9.0% +11.8% +73.8% +59.1% +9.7%

8
ABエマージング

・マルチ
新興国 8.7% +0.5% +3.1% +2.4% ▲0.0% +36.4% +23.6% +4.3%

9
アバディーンエマージング

小型
新興国 12.9% +5.8% +7.5% +6.0% +8.7% +77.8% +51.7% +8.7%

新興国株
（配当込み、円）

+0.4% +0.4% +0.1% +5.4% +73.2% +51.2% +8.6%

10
 iシェアーズ ゴールド・

トラスト
金ETF 2.9% +1.2% +10.2% +10.9% +15.9% +45.9% +92.0% +13.9%

11
SPDRゴールド・ミニシェ

アーズ・トラスト
金ETF 6.4% +1.2% +10.2% +11.0% +16.0% +46.2%

マーケットが楽観的な時も悲観的な時も、長期投資はじっくりコツコツ続けていくことが大切で

す！時間を味方につけて、ご一緒に国際分散投資で資産運用していきましょう！何かご不明な

点がございましたら、お気軽に弊社までお問合せください。(ありがとうファンド運用担当者) 

 

https://www.39asset.co.jp/campaign/shokai/
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◆各投資先ファンドの組入銘柄 TOP5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎アライアンス・バーンスタイン-アメリカン・グロース

銘    柄 国 業種 事業内容 組入比率

1 MICROSOFT CORP. アメリカ 情報技術
Windowsに代表される基本ソフト（OS）を開発し、各種デバイス（PCやタブレット他）、サーバ、携帯電話、インテリジェントデ

バイス向けに提供。また、パソコン、タブレット、携帯電話、ゲーム機などの製品も開発、販売している。
9.7%

2 UNITEDHEALTH GROUP, INC. アメリカ ヘルスケア 医療保険、ソフトウェア、データコンサルティングサービスを提供する。 5.5%

3 VISA, INC. アメリカ 金融
グローバルなペイメント（決済）テクノロジー会社。高速かつ安全、信頼性の高い電子決済で消費者、企業、銀行、政府、

地域を結ぶ役割を果たす。
5.3%

4 ALPHABET, INC. アメリカ
コミュニケーション

サービス
グーグルの新たな持株会社として、2015年10月2日に設立された。新運営体制におけるグーグルのメイン事業（グーグ

ル事業）には、検索、広告、地図、アプリ、YouTube、Android（アンドロイド）および関連技術インフラが含まれる。
4.4%

5 AMAZON. COM, INC. アメリカ 一般消費財
オンラインの小売事業者。オンライン広告や提携クレジットカード契約など、他のマーケティングや販売促進サービスも提

供する。 3.6%

◎アライアンス・バーンスタイン-エマージング・マーケッツ・マ ルチアセット

銘    柄 国 業種・種類 債券格付け、事業内容など 組入比率

1 TSMC 台湾 情報技術 世界最大の半導体専業ICファンドリーメーカー 2.6%

2 TENCENT HOLDINGS LTD. 中国 情報技術
ソーシャルネットワーク、音楽、ゲートウェイ・ウェブサイト、電子商取引、モバイルゲーム、決済システム、エンターテインメン

ト、人工知能および技術ソリューションなどのサービスを提供する。世界各地で事業を展開。
2.3%

3 PETROCHINA CO., LTD. 中国 エネルギー 石油・ガス会社。原油 および石油製品の探査・開発・生産・販売を手掛ける。石油化学製品や誘導体の販売にも従事 2.2%

4 KIA CORP. 韓国 一般消費財
乗用車、ミニバス、ト ラック、商用車両の製造、販売、および輸出を手掛ける。ハイブリッド電気および燃料電池技術を使

用し、自動車部品と器具も製造する。世界各地で製品を販売。
1.9%

5 AGRICULTURAL BANK OF CHINA 中国 金融
国有4大商業銀行の一角。地方都市や農村部を主な事業基盤とする。20年末の営業拠点数は国内が2万2938カ所。

海外は支店が13カ所。 1.8%

◎アリアンツ・ヨーロッパ・エクイティ・グロース・セレクト

銘    柄 国 業種 事業内容 組入比率

1 NOVO NORDISK A/S-B デンマーク ヘルスケア 90年以上にわたり糖尿病ケアの革新をリードしてきた製薬会社。インスリンのマーケットシェアは5割前後に至る 9.1%

2 ASML HOLDING NV オランダ 情報技術
半導体業界向けのリソグラフィーシステムの製造、取引を手がけるほか、集積回路やチップの製造に使用される装置を開

発する。 8.5%

3 DSV A/S デンマーク 資本財
運輸グループ持株会社。トラック、船舶、航空輸送サービスや倉庫・ロジスティックスなどのサービスを手掛ける。欧州、北

米、極東地域で事業を展開する。 7.1%

4 LVMH MOET HENNESSY LOUIS VUＩTTON フランス 一般消費財
LVMHモエ ヘネシー・ヴィトン（LVMH Moet Hennessy Louis Vuitton SE）は、多角化した高級品のグループ。ワインやコ

ニャックなどの酒類をはじめ、香水、化粧品、旅行かばん、時計・宝石類の製造・販売を手掛ける。 5.8%

5 INFINEON TECHNOLOGIES AG ドイツ 情報技術
自動車や産業用電力、チップカード、セキュリティー向けの半導体やシステムソリューションの製造を手掛ける。自動車、

産業用電力制御、マルチマーケット電力管理、チップカード・セキュリティー、その他の各部門を通じ事業を展開。 4.5%

◎アバディーン・スタンダード-ノースアメリカン・スモ ーラーカンパニーズ・ファンド

銘    柄 国 業種 事業内容 組入比率

1 ATKORE INC アメリカ 資本財
電子部品メーカー。金属製品および電気配線管ソリューションの製造、販売に従事する。主な製品は、鋼管、電線用銅

管、外装線・ケーブル、ケーブルトレイ、金属組立てシステム、建材など。世界各地で事業を展開。 3.3%

2 ELF BEAUTY INC アメリカ 生活必需品
化粧品メーカー。アイライナー、口紅、クリーム、ブラシ、パウダー、スキンケア製品などの目元、唇、顔、手に使う美容製

品を提供する。世界各地で事業を展開。 3.2%

3 WNS HOLDINGS LTD インド 情報技術 金融、会計、顧客管理、事務管理サービスのアウトソーシングを提供する。 2.7%

4 GRAPHIC PACKAGING HOLDING CO アメリカ 素材
総合板紙メーカー。世界の飲料・消費者製品メーカー向けに、板紙と板紙製包装製品を提供する。 冷凍・非冷凍の食

品・飲料用に、折り畳み式段ボール箱を製造する。 2.7%

5 ATS CORP カナダ 資本財
産業用自動製造装置メーカー。ライフサイエンス、化学品、消費財、電子機器、食品、飲料、輸送、エネルギー、石油、

ガスなどの業界を対象に、顧客の仕様に合わせた製品を設計・製造する。 2.6%

◎アバディーン・スタンダード- エマージング・マー ケッツ・スモーラーカンパニーズ・ファンド

銘    柄 国 業種 事業内容 組入比率

1 UNIVERSAL VISION BIOTECHNOLOGY CO LTD 台湾 ヘルスケア レーザー視力矯正機器とサービスを提供し、医薬品、光学ガラス及びコンタクトレンズの取引に従事する。 3.6%

2 SINBON ELECTRONICS CO LTD 台湾 情報技術 ケーブル、コネクタ ー、モデムを販売。製品の主な輸出先はアジア諸国、米国および欧州諸国。 3.3%

3
GRUPO AEROPORTUARIO DEL CENTRO NORTE SAB DE
CV

メキシコ 一般消費財 空港管理会社。メキシコ北部・中部地域にある国際空港を管理する。 3.2%

4 CHROMA ATE 台湾 資本財
計測機器メーカー。電子・自動計測機器を製 造、販売する。主な製品は、試験・計測機器、自動検査装置、パワーエレ

クトロニクス、無停電電源装置（UPS）、電気通信システム、工業用コンピューター、特殊材料など。
2.9%

5 SAMSUNG ENGINEERING CO LTD 韓国 資本財
エンジニアリング会 社。土木建設およびプロジェクト管理サービスを国内外で提供。石油化学やガス、冶金、産業用プラ

ント、精製所、炭化水素の川上事業、発電所、下水処理施設の建設に従事。 2.9%

4月30日時点

4月30日時点

4月30日時点

4月30日時点

4月30日時点
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【ありがとう39ブログ・シリーズ♪】 

   【厳選銘柄紹介】            【ありがとうトピックス】             【39クッキング】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎コムジェスト日本株式ファンド
マザーファンド株式組入上位5銘柄

銘    柄 国 業  種 事業内容 組入比率

1 信越化学工業 日本 素材
汎用製品の代表格である塩ビ樹脂と、半導体シリコンの両分野で、世界トップシェアを持つ安定した高収益体質を誇る化

学大手。 3.6%

2 ソニーグループ 日本
一般消費財・サー

ビス
電子製品メーカー。電子製品を製造・販売し、関連ソリューションを提供する。テレビ、カメラ、携帯電話、オーディオ・ビデ

オ製品、ゲーム機器などを製造。ゲーム制作、映画制作、音楽制作、その他の事業も手掛ける。
3.3%

3 シスメックス 日本 ヘルスケア
血液検査、免疫血清検査、尿検査、生化学検査等に必要な機器・試薬や、これらに関連するソフトウエアなどの研究開

発から製造・販売・サービス＆サポートまでを手がける臨床検査の総合メーカー。
3.3%

4 ダイフク 日本 資本財・サービス
立体自動倉庫やコンベヤなど、搬送・仕分け・ピッキング・保管に用いられるマテリアルハンドリング（＝マテハン）システ

ム・機器のメーカーで、世界でもトップクラスのシェアを持つ。 3.3%

5 オリエンタルランド 日本
一般消費財・サー

ビス
米ディズニーとの契約のもと、千葉県浦安市舞浜地区で「東京ディズニーリゾート（TDR）」を運営。 3.2%

◎アリアンツ・グローバル・エクイティ・グロース
マザーファンド株式組入上位5銘柄

銘    柄 国 業  種 事業内容 組入比率

1 ASML HOLDING NV オランダ 情報技術
半導体業界向けのリソグラフィーシステムの製造、取引を手がけるほか、集積回路やチップの製造に使用される装置を開

発する。
6.4%

2 MICROSOFT CORP. アメリカ 情報技術
Windowsに代表される基本ソフト（OS）を開発し、各種デバイス（PCやタブレット他）、サーバ、携帯電話、インテリジェントデ

バイス向けに提供。また、パソコン、タブレット、携帯電話、ゲーム機などの製品も開発、販売している。
5.6%

3 VISA, INC. アメリカ 金融
グローバルなペイメント（決済）テクノロジー会社。高速かつ安全、信頼性の高い電子決済で消費者、企業、銀行、政府、

地域を結ぶ役割を果たす。
5.3%

4 AMAZON. COM, INC. アメリカ 一般消費財
オンラインの小売事業者。オンライン広告や提携クレジットカード契約など、他のマーケティングや販売促進サービスも提

供する。
4.4%

5 ADOBE INC アメリカ 情報技術
印刷および電子媒体で情報の伝達・使用が可能な製品を手掛ける。アプリケーションソフトウエア製品、印字用品のほか、

情報作成・配信・管理用のコンテンツを提供。
4.3%

◎ラザード･グローバル･エクイティ･フランチャイズ・フ ァンド
マザーファンド株式組入上位5銘柄

銘    柄 国 業  種 事業内容 組入比率

1 FRESENIUS MEDICAL ドイツ ヘルスケア
透析サ ービス・製品の提供会社。腎臓透析サービスを提供するほか、透析患者の治療用機器や製品の製造・販売に従

事。臨床試験および診断用検査サービス、在宅輸血、呼吸治療、超音波、エコー放射線も提供する。
6.7%

2 CVS HEALTH アメリカ ヘルスケア
総合ヘルスケア会社。ヘルスケアおよび小売薬 局サービスを提供する。処方薬、美容、パーソナルケア、化粧品、ヘル

スケア製品のほ か、薬剤給付管理（PBM）、疾患管理、管理サービスを手掛ける。 6.0%

3 COGNIZANT TECHNOLOGY SOLUTIONS アメリカ 情報技術 カスタムITコンサルタント・テクノロジーサービス会社。アウト ソーシ ング・サービスも手掛ける。 5.7%

4 EBAY アメリカ
一般消費財・

サービス
Eコマース会社。世界中の売り手が出品し、買い手が商品を検索・購入するためのプラットフォームを提供する。世界各地

で事業を展開。 5.2%

5 H&R BLOCK アメリカ 資本財・サービス
税務書類作成、会計、および消費財金融サービスを提供する。米国、カナダ、およびオーストラリアの顧客を対象に事業

を展開。 5.0%

◎ラザード･グローバル･クオリティ･グロース・ファンド
マザーファンド株式組入上位5銘柄

銘    柄 国 業  種 事業内容 組入比率

1 MICROSOFT CORP. アメリカ 情報技術
Windowsに代表される基本ソフト（OS）を開発し、各種デバイス（PCやタブレット他）、サーバ、携帯電話、インテリジェントデ

バイス向けに提供。また、パソコン、タブレット、携帯電話、ゲーム機などの製品も開発、販売している。 5.2%

2 ALPHABET, INC. アメリカ
コミュニケーション

サービス
グーグルの新たな持株会社として、2015年10月2日に設立された。新運営体制におけるグーグルのメイン事業（グーグ

ル事業）には、検索、広告、地図、アプリ、YouTube、Android（アンドロイド）および関連技術インフラが含まれる。 4.0%

3 ACCENTURE アメリカ 情報技術
経営・技術に関するコンサルティングサービスおよびソリューションを提供。 世界中の各業種を対象とし た特殊技術とソ

リューションに従事。コンサルティングや技術のほか、アウトソーシング、提携事業も展開。 3.6%

4 AON アメリカ 金融
リスクと保険のブローカーコンサルタント業務に従事。顧客のリスク管理や別の保険会社へのリスク保険の交渉・販売のほ

か、健康保険、福利厚生、退職年金、報酬、戦略的人材管理、人材派遣などに関するコンサルタント業務を手掛ける。
3.6%

5 LVMH MOET HENNESSY LOUIS VUＩTTON フランス 一般消費財
LVMHモエ ヘネシー・ヴィトン（LVMH Moet Hennessy Louis Vuitton SE）は、多角化した高級品のグループ。ワインやコ

ニャックなどの酒類をはじめ、香水、化粧品、旅行かばん、時計・宝石類の製造・販売を手掛ける。
3.5%

5月31日時点

4月30日時点

4月30日時点

4月30日時点

https://www.39asset.co.jp/blog/39column/
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/03/001805.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/05/001834.html
https://www.39asset.co.jp/blog/2023/05/001838.html


 

ありがとう投信株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 304号 一般社団法人投資信託協会会員 
 

このレポートはありがとうファンドの運用状況等を開示するための情報提供を目的として、ありがとう投信株式会社が作成したレポートです。信

頼性が高いと判断した情報等に基づいて作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。投資信託の取得を希望される

方は、必ず目論見書の内容をご確認の上、ご自身の判断でお申し込みください。 
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◆ありがとうファンドのリスク及び手数料等について 

 

【レポートで使用している指数の注記】 騰落率は、ファクトセットよりデータを参照し、弊社にて計算しております。 

TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。S&P500種指数（S&P500）に関

する著作権、知的財産権、その他一切の権利はS&P Dow Jones Indices LLCに帰属します。 

※資料に記載されている各国・地域市場の指数は他に断りの無い限り以下の指数を使用しています。 

【日本株】→ TOPIX 配当込み（税引き前配当再投資） 

【世界株】→ FactSet Market Indices World 配当込み（税引き前配当再投資） 

【米国株】→ FactSet Market Indices United States 配当込み（税引き前配当再投資） 

【欧州株】→ FactSet Market Indices Europe 配当込み（税引き前配当再投資） 

【新興国株】→ FactSet Market Indices Emerging 配当込み（税引き前配当再投資） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■R&I ファンド大賞について 

「Ｒ＆Ｉファンド大賞」は、Ｒ&Ｉが信頼し得ると判断した過去のデータに基づく参考情報（ただし、その正確性及び完全性につきＲ＆Ｉが保証するものではありません）の

提供を目的としており、特定商品の購入、売却、保有を推奨、又は将来のパフォーマンスを保証するものではありません。当大賞は、信用格付業ではなく、金融商

品取引業等に関する内閣府令第２９９条第１項第２８号に規定されるその他業務（信用格付業以外の業務であり、かつ、関連業務以外の業務）です。当該業務に

関しては、信用格付行為に不当な影響を及ぼさないための措置が法令上要請されています。当大賞に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はＲ＆Ｉ

に帰属しており、無断複製・転載等を禁じます。 

リスク 

当ファンドは、ファンドオブファンズであり、国内外の投資信託証券などの値動きのある証券に投資します。また、

外貨建て投資信託証券に投資する場合には為替の変動もあります。なお、投資信託証券の組入証券の発行会

社の倒産や財務状況の悪化等の影響により、価額が下落し、損失を被ることがあります。したがって、ご投資家

の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本が割り込むこ

とがあります。ファンドに投資することに伴うリスクはお客様のご負担となりますし、ファンドへの投資による損益も全

てお客様に帰属します。また元本及び利息の保証はなく、預金保険の対象でもありません。 

手数料 申込手数料・換金手数料・信託財産留保金はありません。 

信託報酬 

ファンド純資産総額に年 0.99％（税抜 0.9％）以内の率を乗じて得た額とします。 

 [実質的信託報酬 信託財産の純資産総額に対し年 1.40％±0.3％(概算)］ 

※当ファンドは他のファンドを投資対象としており、投資対象ファンドにおける所定の信託報酬を含めてお客様が

実質的に負担する信託報酬を算出しております。 

その他 

費用 

ファンドに組入れる有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料（消費税を含む）及び税金等の費用は

信託財産から支払われます。また、その他、信託事務の処理に要する諸費用、監査費用、受託会社の立替え

た立替金の利息等についても、信託財産の毎月末加重平均残高が 120 億円以上の場合には、諸経費のうち

100 万円（税抜き）までは信託財産から支払われます。※実費の額は、今後組み入れファンドの追加や変更が

あった場合、変動してくるものであるため事前に料率、上限額等を表示することができません。 
※リスク・費用等の詳細につきましては、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧下さい。目論見書のご請求は、ありがとう投信(株)カスタマ

ーサービス部まで。【〒101-0047 東京都千代田区内神田 2-15-9 フリーコール 0800-888-3900】 


